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はじめに
•今回は⽶国などの市⺠科学プロジェクトで幅広
く使用されている「Zooniverse（ズーニバー
ス）」を用いて、クラウドソーシングによる標
本データ入力を体験していただきます。

•まずは、アカウント作成をしていただきます。



Zooniverseのアカウント作成方法



1. Zooniverse(https://www.zooniverse.org/ )に
アクセスし、右上の⿊い部分にある
「REGISTER」をクリックする。

REGISTER

を
クリック



2. アカウント作成に必要な情報を入力する。
4か所入力が必要です。

①User name ユーザー名
半角英数字で任意のユーザー名を考えて
ください。（例： taro-kahaku1)

Looks good と出れば、そのユーザー名は
まだ使われていないので使えます。
プロジェクト参加者同士のやりとりは、
このユーザー名が使われます。

②Password パスワード
③Confirm passwordパスワード確認用
任意のパスワードを設定し、2箇所に同じ
ものを入力。忘れないようにしてくださ
い。

④Email address  メールアドレス
パスワードを忘れた時のために、実際に
メールが届くアドレスを登録しておくと
よいです。

①

②

③

④



2. アカウント作成に必要な情報を入力す
る。

18歳未満でなければチェックは不要

「You agree to our privacy policy」に
チェックを入れる。（必須）

Real name（本名）欄は、空欄のままで
差し支えなし。

下２つのチェックボックスは、
チェックを外す。

（メール通知は不要なため）



3. 記入できたら、水色のRegisterボタンを
押して、情報を送信する。

REGISTER

を
クリック



4. この画面に切り替わったら、ア
カウント作成完了です。

ここに、自分の登録
したユーザー名が表
示されていれば、成
功です。

Zooniverseの準備は、
一旦完了です。



5. 登録完了メールがZooniverseから
届く。

確認メールなので、無視して差
し支えありません。

※メールが届かない方は、正し
いメールアドレスが入力されて
いないか、迷惑メールに分類さ
れている可能性があります。



イントロダクション：
自然史標本とクラウドソーシング



国立科学博物館の維管束植物標本の現状

DB化済, 

716418

シダ植物, 

392356

種子植物, 

324062

シダ植物（日本産）, 

365423

シダ植物（外国産）, 

26933

種子植物（日本産）, 

289307

種子植物（外国産）, 

34755

DB化未, 597129
597,129点(45.4%)

データベース化待ち
（ほぼ種子植物）

全1,313,547点（2020年度末時点）

472,332件 データ公開
（うち292,606件は画像も公開）

約150年分を遡及してデータベース化する困難

716,418点(54.6%)

データベース化済み



国立科学博物館の維管束植物標本の現状

電子化点数, 

350000

総標本数, 
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海老原採用年

手法的革新がなければ、半永久に終わらない



発想の転換

 標本収蔵場所で、
標本を見ながら
データ入力。

 標本収蔵場所で
ラベルを写真撮影。
↓

画像をクラウドに置く。
↓

遠隔地・好きな時間に
作業者が画像を開い
て、データ入力。

問題点
・スペース不足

・人材不足

植物のさく葉標本に適している方法。
（ラベルの撮影自体に手間がかかる標本には不向き）



発想の転換

 標本収蔵場所で、
標本を見ながら
データ入力。

 標本収蔵場所で
ラベルを写真撮影。
↓

画像をクラウドに置く。
↓

遠隔地・好きな時間に
作業者が画像を開い
て、データ入力。

問題点
・スペース不足

・人材不足

数名に入力を依頼するだけであれば、
Dropbox等に画像を置いて、Excel等にデータを入力してもらうだけ。

特別な仕組みは不要。

さらに大人数で入力をするためには、クラウド作業用のシステムが必要



人文系での成功事例

みんなで翻刻
https://honkoku.org/

市民が参加して、歴史資料の文
字を読み解くプロジェクト。
（AIも併用）
2017年～

完成度の高いシステムだが、自然史標本に流用するのは無理がある



Zooniverse（ズーニバース）
https://www.zooniverse.org/

 クラウドソーシングによる市民科学のプラットフォーム。

 銀河の画像をボランティアが分類するプロジェクトが母体。
（英国と米国が中心で運営）

 現在では、無数の自然科学系・人文系のプロジェクトが活動。
自然史系は
”Notes of Nature”の名称。

 ボランティアは、画像を開い
て、指示された作業を行う。



Zooniverseのプロジェクトの例
“Digging Into Burrowing Owl Conservation”

減少しているフクロウの生態を調べるために、
・フクロウの個体数
・行動
・獲物
の情報を
95317枚の画像から読み取って入力。

1枚の画像に対して10人が
独立に情報を入力する。

2022年3月に開始。
現在５９％完了。



Zooniverseのプロジェクトの例
“Digitizing Biological Collections in Canada”

カナダにある生物標本のラベル情報を読み取って入力する。



Zooniverseの長所

 多くのユーザーと歴史を持つシステムで、完成度が高い。

 無料でプロジェクトの作成が可能。（画像枚数上限1万点）

 入力の「タスク」を自由に組み合わせてプロジェクトを作成でき
る。

短所は、みなさんに体験して
いただいた後でまとめます。



Zooniverseの長所

 日本発のプロジェクトは見当たらないものの、
一応表示メッセージの「日本語化」が可能。

（英語表示のままのメッセージ
も残っており、不完全）

短所は、みなさんに体験して
いただいた後でまとめます。



今回は、国立科学博物館の維管束植物
標本を例に、入力を体験していただきます

 AIによる文字認識は期待できず、人の力が頼り。

理由： 情報の記載位置に一定の規則がない。

人力入力の前に、十分なトレーニングが不可欠



 情報があまりに「雑多」なので、
全ての情報を入力するのは
ハードルが高い。

 Zooniverseのシステムの習熟も兼ねて、

単純な入力から、複雑な入力へ、レベルを順次
上げていく

 標本登録番号（通称「TNS番号」）の入力 から



登録番号（TNS番号）の入力

 標本の「個体識別」ID・・・大変重要

 入力ミスがあると以後の作業に大きく影響する
ので、慎重な入力が求められる。

 全ての標本についているが、年代によって番号
の書式や位置が異なるので要注意。



【TNS番号（１）】

ラベルの左上（初期の標本）

（最初期は手書き） （6桁になった頃からスタンプ）

「No.」の後に数字が記されている



【TNS番号（2）】

通常は台紙の右下*に、
「TNS」の後に数字で刻印されている
（頭に「TNS」がついていない場合もあり）

フレーム内に番号があるパターン。

ごく稀に右上やその他
のスペースの場合あり



【TNS番号（3）】
900万台のTNS番号がつけられた、旧筑波地区の標本もあり



【TNS番号（4）】

100万番以降はバーコードが使われてい
る。

頭の「TNS0」は入力不要なので、7桁の数字
部分のみを入力する。



【TNS番号（5）】

2箇所に番号がついているものがある。「TNS」

が付いていたり、近くに「国立科学博物館」と書
かれている方が、入力すべき登録番号である。

（他機関から移管された標本では、旧所蔵機関
のNo.がついていることがあるので要注意）

他機関（静岡大学）のNo.

他機関（東京農大）のNo.



【TNS番号（6）】

94328

スタンプがかすれている場合もあるの
で、拡大してしっかり確認する。

●多い読み間違い
0と9

1と4

3と8

TNS番号が、標本に隠れている場合

には、近傍に手書きで番号をメモして
いる場合があります。

409679



Zooniverseのプロジェクトページに
アクセスしてみましょう

https://www.zooniverse.org/projects/ebiharatns/tns-vs-

2022?language=ja

ユーザー名を入力

パスワードを入力

右上の
SIGN IN
をクリック

SIGN IN
をクリック



プロジェクトページが開けない場合

このような画面が表示される場合は、
サインインが完了していません。
右上の「SIGN IN」をクリックし、ユー
ザー名とパスワードを入力してください。



下にスクロールすると、データ入力
待ちのリストが表示されます。

入力待ち
どれかを選ぶ



標本画像と、問い（入力指示）が表示されます

ここに問い（何を入力する
か）が表示されます

この窓に答え（画像から読み
取った文字列）を入力します

入力したら緑の「Done」ボタ
ンを押します。

次の標本画像に切り替わっ
たら、同様に入力を繰り返し
ます。

（いつでも作業を中断して問
題ありません）



画像は拡大できます

画像を拡大したいときは、
＋を押します。

（画像の上でマウスを操
作してZoomすることも
可能）

※Zooniverseの制限のため、画像は
1MB以下になるよう縮小されています。

そのため小さな文字が読み辛い場合が
あるかもしれません。



左上にFINISHEDと表示される画像
は、入力が完了しています。

←クリックして、プロジェクトのトップに戻る

 画像に「FINISHED」のマ

ークが表示されたら、その
フォルダの作業は完了で
す。

 左上の「TNS-VS-2022」を

クリックして、プロジェクトの
トップに戻ってください。



プロジェクトトップページの下部に
進捗状況が表示されます


